
 大学入試の今とこれから 

現在の大学入試システム 

 

これからの大学入試改革 
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 大学入試システムの変更 
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センター試験 

国公立大 私立大 

独自試験 

二次試験 

推薦・AO 

各大学 

現在 

共通テスト 

国公立大 私立大 

独自試験 

一般選抜 

2020年 



 ２０２０年 大学入試改革 一言で 

センター試験廃止 
共通テストの導入 

 

国公立大学が各校で行う「二次試験」廃止 
「一般選抜」へ変更 

 

推薦入試の変更 
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 共通テストとは 

センター試験の代わりに行われる入試試験 
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「センター試験」 

マークシート式 

現在 

「共通テスト」 

マークシート式 
＋ 

記述問題(国・数のみ) 

2020年 



 共通テストとはどんな問題（国語） 

一つの大問で出題されるのは 
 記述式問題とマークシート式問題のどちらかのみ 

 

記述式問題は８０～１２０文字程度 × ３問 
自分の考えではなく 

 何らかの条件に沿った上での論理的な記述が求められる 
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共通テスト （国語 問題例１） 
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 共通テスト（国語 問題例２） 
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 共通テストはどんな問題（数学） 

一つの大問で 
記述式問題とマークシート式問題の両方が出題予定 

 

設問から条件を正しく読み取り、理解する力が必要 

 

センター試験より難易度はかなり高い 
時間配分に要注意 
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 共通テスト（数学 問題例） 
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 「二次試験」の変更点 

二次試験とは 
国公立大学が独自に行う個別試験のこと 

２０２０年からは「一般選抜」へ名称変更 
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「二次試験」 

記述試験 

現在 

「一般選抜」 

より高度な記述試験 
＋ 

書類審査・面接 

2020年 



 「推薦・AO入試」の変更点 

推薦・AO入試とは 
大学の出願条件を満たし、 
出身高校の推薦を受けて出願する入試形態 

AO入試はその限りではない 
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「推薦・AO入試」 

調査書を基に選抜 
テスト実施なし 

現在 

「学校推薦型選抜」 
「総合型選抜」 

2020年 

小論文,口答試問,実技 
or 

共通テスト が追加 



 【調査書】の変更点 

調査書とは 
高校が生徒の成績・個性・多様な学習・活動の履歴を記入 

大学へ提出後、合否判定に利用 

 

 

◎表裏の両面１枚の制限が撤廃され、 
 記載できる実績がなければ、少なさが目立つことに 
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 英語４技能 

英語は、外部英語試験の活用 
    ・英検   ・TOEIC    ・TOEFL iBT 
    ・IELTS   ・GTEC   ・TEAP  等 
    「読む」「聞く」 ⇒ 「書く」「話す」も追加 

 
現在も活用中 
指定スコア以上で 
二次試験免除、センター試験満点とみなす 等 
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 必要な能力1 ※所見 

使える英語、英語４技能 
高３の１学期中に英検２級レベル 

高１の３学期中に準２級レベル 

英語ができないとアウト！に近い 

 

センター試験レベルの知識は必要 
「知識不要」と、いうことではない。 
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 必要な能力２ ※所見 

プレゼンテーション能力 
自分の意見を言える、論理的な思考力がある 

 

探求型学習、調べ学習ができる 
受け身ではダメ 

 

日常の出来事、時事的なことへの理解 
新聞をよく読む等 
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 必要な能力３ ※所見 

エリートの定義を変えつつある 
自己表現が上手い、リーダーシップがある等、 

 ペーパーで測れない能力も評価 

 

早期の目的意識は必須 
ペーパーだけ優秀でも目的意識がない子は不利 

職業、進路への早い段階での興味、調査は必須 
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 必要な能力４ ※宇佐美案 

新聞を読む。興味を持った記事に対して 

 

•なぜか？を考える。⇒思考力 

•原因は～～ではないだろうか？仮説⇒論理力 

•実際どうなのだろう？調べる⇒探求力 

•結果、～～だから、・・・なのだ⇒論理力、深い考察 

•それをまとめて発表する⇒プレゼン力 

•発表する物を英語で書いてみる⇒英語力 
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